
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

炎
熱
（
え
ん
ね
つ
）
焼
く

が
如
（
ご
と
）
き
酷
暑
（
こ
く
し
ょ
）
の
毎
日
で
あ

り
ま
す
。 

さ
て
、「
土
用
（
ど
よ
う
）」
は
、
節
分

や
彼
岸
と
同
じ
雑
節
（
ざ
っ
せ
つ
）
の
一
つ
で
す
が
、

立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
直
前
の
十
七
日
か
ら

十
九
日
間
の
こ
と
で
す
。 

一
般
的
に
は
、
土
用
と

い
え
ば
、
夏
の
土
用
を
さ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

夏
の
土
用
に
は
、
古
く
か
ら
梅
雨
明
け
後
に
生
活
用

品
を
虫
干
し
し
、
厳
し
い
暑
さ
の
た
め
、
食
べ
物
に

気
を
使
っ
て
養
生
（
よ
う
じ
ょ
う
）
す
る
な
ど
の
習

わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
土
用
丑
（
う
し
）
の
日
」

に
は
、「
ウ
」
の
付
く
食
べ
物
を
食
べ
る
と
い
い
と
い

う
言
い
伝
え
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
日
の
七
月
二
十

八
日
が
、「
土
用
丑
の
日
」
で
し
た
。 

ビ
タ
ミ
ン
が

豊
富
で
精
が
付
く
鰻
（
う
な
ぎ
）
や
、
夏
が
旬
の
ウ

リ
（
ス
イ
カ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
ウ
ガ
ン

な
ど
）、
つ
る
つ
る
と
食
べ
や
す
い
う
ど
ん
、
食
欲
を

増
進
す
る
梅
干
し
な
ど
を
た
べ
た
そ
う
で
す
。 

ち

な
み
に
、
昨
日
の
我
が
家
の
食
卓
は
、「
キ
ュ
ウ
リ
と

わ
か
め
の
酢
の
物
」、
六
連
島
八
幡
宮
の
夏
越
祭
の

お
下
が
り
の
「
カ
ボ
チ
ャ
の
煮
つ
け
」、「
鰻
」
で
あ

り
ま
し
た
。 

鰻
を
食
べ
る
習
慣
は
、
讃
岐
（
さ
ぬ 

     

き
）
の
国
出
身
の
江
戸
時
代
の
学
者
で
あ
る
平
賀
源

内
が
広
め
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
。 

そ
の
説
が
本
当
で
あ
れ
ば
、
讃
岐
の
出
身
で
あ
る
平

賀
が
、「
う
ど
ん
」
で
は
な
く
「
う
な
ぎ
」
を
広
め
た

こ
と
が
、
意
外
で
も
あ
り
ま
す
し
、
妙
（
み
ょ
う
）、

不
思
議
で
も
あ
り
ま
す
。 

◇
さ
て
、
本
号
で
第
百
七
十
四
号
と
な
る
宮
司
プ
レ

ス
で
す
が
、
月
二
回
の
発
行
と
い
う
快
挙
を
三
ヶ
月

連
続
で
継
続
し
て
い
ま
す
。 

実
は
、
毎
月
二
回
の

発
行
を
来
年
三
月
ま
で
継
続
し
ま
す
と
、
遅
れ
の
累

積
が
な
く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

今
、
ま
さ
に
、
宮
司
プ
レ
ス
の
「
キ

ャ
ッ
チ 

ア
ッ
プ
（
追
い
つ
く
こ
と
）」
の
「
ミ
ッ
シ

ョ
ン
」
実
行
中
と
い
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。 

 

◇
さ
て
、
今
年
は
終
戦
七
十
六
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

そ
の
戦
後
七
十
六
年
の
最
初
の
十
年

は
、「
キ
ャ
ッ
チ 

ア
ッ
プ
」
の
期
間
だ
っ
た
そ
う
で

す
。 

実
は
、
先
の
戦
争
で
破
壊
（
は
か
い
）
さ
れ

た
の
は
、
工
場
や
鉄
道
、
住
宅
な
ど
の
ハ
ー
ド
ウ
エ

ア
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
能

力
や
、
規
律
性
（
き
り
つ
せ
い
）
や
勤
勉
（
き
ん
べ

ん
）
さ
な
ど
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
、
破
壊
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
す
。 

宮
司
プ
レ
ス
の
前
号
に
も
記
述

（
き
じ
ゅ
つ
）
し
ま
し
た
が
、「
敬
神
」
と
い
う
日
本

人
の
道
徳
を
失
わ
ず
、「
生
活
の
古
典
」
と
も
い
う
べ

き
年
中
伝
統
行
事
を
大
切
に
、
日
本
人
の
特
性
、
さ

ら
に
、
日
本
人
ら
し
さ
が
失
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。 

そ
の
こ
と
が
、
良
質
な
労
働
力
に
つ
な
が
り
、
い
ち

は
や
く
経
済
が
回
復
し
、「
キ
ャ
ッ
チ 

ア
ッ
プ
」
を

成
し
遂
（
と
）
げ
、
奇
跡
（
き
せ
き
）
と
も
い
う
べ

き
戦
後
の
復
興
の
原
動
力
（
げ
ん
ど
う
り
ょ
く
）
と

な
っ
た
の
で
す
。 

宮
司
プ
レ
ス
も
、
か
な
り
、
大

袈
裟
（
お
お
げ
さ
）
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
戦

後
の
奇
跡
的
な
復
興
に
あ
や
か
り
、
「
キ
ャ
ッ
チ 

ア
ッ
プ
」
し
た
い
も
の
で
す
。 

◇
作
家
で
経
済
評
論
家
で
あ
っ
た
堺
屋
太
一
さ
ん

は
、「
三
番
目
の
日
本
」
を
作
ろ
う
と
提
唱
（
て
い
し

ょ
う
）
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

一
番
目
は
、
明
治
時

代
の
目
指
し
た
「
強
い
日
本
」、
二
番
目
は
、
戦
後
の

「
豊
か
な
日
本
」、
三
番
目
の
日
本
は
、「
楽
し
い
日

本
」
だ
と
提
唱
さ
れ
た
の
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
な

っ
て
一
年
と
六
か
月
、「
楽
し
い
日
本
」
と
は
か
け
離

れ
た
日
々
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
私
共

の
御
先
祖
様
は
、
自
然
や
時
代
の
変
化
の
中
に
身
を

置
き
な
が
ら
、
自
然
を
畏
（
お
そ
）
れ
敬
（
う
や
ま
）

い
、
そ
の
状
況
（
じ
ょ
う
き
ょ
う
）
に
順
応
（
じ
ゅ

ん
の
う
）
し
て
、
幾
多
（
い
く
た
）
の
困
難
（
こ
ん

な
ん
）
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

雨
降
る

も
良
し
、
晴
れ
る
も
良
し
と
い
う
、
と
ら
わ
れ
な
い
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司
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心
持
（
こ
こ
ろ
も
ち
）
で
生
活
す
る
こ
と
を
、「
雨
奇

晴
好
（
う
き
せ
い
こ
う
）」
と
い
い
ま
す
。 

詩
人
の

相
田
み
つ
を
さ
ん
も
、
「
雨
の
日
に
は
雨
の
中
を 

風
の
日
に
は
風
の
中
を
」
と
い
う
詩
を
残
さ
れ
て
い

ま
す
。 

雨
の
日
は
雨
を
き
き
つ
つ
、
風
の
日
は
風

を
聞
き
つ
つ
、
喜
ん
で
生
き
る
、
ま
さ
し
く
、
こ
の

「
雨
奇
晴
好
」
と
い
う
心
意
気
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
苦

難
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

「
苦
難
」
は
、
ま
さ
し
く
、「
幸
福
の
門
」
で
も
あ
り

ま
す
。 

堺
屋
太
一
さ
ん
の
提
唱
さ
れ
た
、「
楽
し
い

日
本
」
に
な
る
心
が
け
、
心
意
気
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

こ
れ
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
前
の

「
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ
」
に
、「
キ
ャ
ッ
チ 

ア
ッ
プ
」

を
果
（
は
）
た
し
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
（
し
ゅ
う
そ

く
）
し
た
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
が
、「
楽
し
い
地
域
社

会
、
楽
し
い
日
本
」
と
な
る
た
め
に
も
、
一
つ
一
つ

の
祭
典
に
真
心
を
込
め
て
御
奉
仕
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。 

皆
様
も
、「
雨
奇
晴
好
」
の
心
意
気

で
、「
楽
し
い
日
々
」
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

御

自
愛
を
祈
り
ま
す
。 

 

◇
七
月
の
祭
典
行
事
予
定(

報
告
も
含
む) 

 

▼
月
次
祭 

＊
七
月
一
日
、
十
五
日 

 
 

※
五
年
ぶ
り
に
狩
衣
（
か
り
ぎ
ぬ
）
を
新
調
し
ま
し
た 

▼
貴
布
祢
神
社
、
貴
布
祢
稲
荷
神
社
月
次
祭 

 
 

＊
七
月
一
日 

 

▼
七
社
祭 

＊
七
月
九
日 

 

▼
竹
の
子
島
天
満
宮
例
祭 

＊
七
月
十
五
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
七
月
二
十
一
日 

 

▼
夏
越
祭 

 
 

■
六
連
島
八
幡
宮 

＊
七
月
二
十
五
日 

 
 
 

※
六
連
島
の
各
戸
を
一
軒
一
軒
お
祓
い
し
て

廻
る
「
戸
別
祓
（
こ
べ
つ
は
ら
い
）」
も
行
い

ま
し
た 

 
 
 

 
 

■
田
の
首
八
幡
宮 

＊
七
月
二
十
七
日 

 
 

■
彦
島
八
幡
宮 
 

 
 
 

※
前
夜
祭 
 

＊
七
月
二
十
九
日 

 
 
 

※
御
神
幸
祭 

＊
七
月
三
十
日 

 
 

■
恵
美
須
神
社 

＊
七
月
三
十
一
日 

 
 

▼
五
年
ぶ
り
に
狩
衣
を
新
調
し
ま
し
た 

 
 
 

 
 

 
 

▼
花
手
水
を
行
い
ま
し
た 

 
 

■
夏
詣
七
夕
花
手
水 
＊
七
月
七
日
ま
で 

 
 

■
夏
越
花
手
水 

第
一
弾 

 
 
 

＊
七
月
二
十
二
日
～
二
十
五
日 

 
 

 
 

 

■
夏
越
花
手
水 

第
二
弾
＊
七
月
二
十
六
日
～
三
十
日 

 
 
 

※
六
連
島
よ
り
奉
納
頂
い
た
花
を
浮
か
べ
ま

し
た 

 
 

◇
七
月
の
宮
司
動
静
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

□
敬
神
婦
人
会
境
内
清
掃
奉
仕
作
業 

 

＊
七
月
二
十
五
日 

 
 

□
奉
賛
会
茅
の
輪
奉
製
奉
仕
作
業 

＊
七
月
二
十
七
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部 

 
 
 

□
山
口
県
神
社
総
代
会
役
員
会 

 

□
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

＊
七
月
八
日 

□
山
口
県
神
社
庁
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

＊
七
月
九
日 

□
山
口
県
神
社
庁
教
化
部
代
表
者
会
議 

＊
七
月
九
日 

 
 
 

□
下
関
神
社
総
代
会
役
員
会 

 

＊
七
月
二
十
一
日 

 
 

▼
教
誨
活
動 

※
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

□
集
合
教
誨(

男
子) 

＊
七
月
十
二
日 

 
 
 

□
集
合
教
誨(

女
子) 

＊
七
月
二
十
六
日 

 
 

▼
そ
の
他 

 
 
 

□
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
七
月
二
十
一
日 


